
暮らしに役立つイベント情報や、京都生協からのお知らせをお届けします。Information 3.11を忘れない被災地 の 今

　南三陸町「結（ゆい）の里」は、震災後、ボランティアの活動拠点となったベイサイドアリーナの向か
いにあります。木造平屋の建物にデイサービス施設と地域交流スペースがあり、隣の災害公営住宅
とはウッドデッキでつながっています。地域の人たちが一緒に昼食をつくったり、赤ちゃんを連れたお母さ
んたちが集まってお喋りしたり、介護サービスの拠点であると同時に、すべての世代が気軽に集うこと
のできる場所になっています。
　結の里の特徴は、この“集う機会”が地域住民と社会福祉協議会（以下社協）のコラボレーション
で幾通りも用意されていることです。
　「この場所で何をしていくか。2018年4月の開所までの1年間、話し合いを重ねました。住民は、実
行委員として施設運営に関わります。自分たちも運営を担う一人であることが分かるにつれて、色 な々
アイディアを提案してくるようになりました」と、髙

たかはし
橋吏

り か
佳さん（南三陸町社会福祉協議会「結の里」

管理責任者）は振り返ります。“行政や社協がやってくれる”のではなく、“自分たちはこうしたい、だから
社協さん手伝って”と意識が変わってきたのだそうです。
　そうして生まれたのが、月1回みんなで料理を作って一緒に食べる「みんな食堂」や住民がボランティ
アで運営する「えんがわカフェ」、映画鑑賞会や「走らないミニ運動会」などのイベントです。
　2019年7月で開所から1年3力月、“集う機会”はたくさんの笑顔をもたらすとともに、“地域力”を
高めたと髙橋さんは言います。「例えばみんな食堂に来られない人のために宅配はどうだろうという意
見が出たり、ワークショップや研修では思ったことをどんどん発言したり。自分たちの町のために何かしな
きゃという思いが強くなりました」。
　イベントを主催するのはそれぞれ実行委員のグループです。社協は予算の管理を手伝ったり、他の団体から申し込まれたイベントとの調
整を図ったりします。
　「住民も役割を持ち、楽しみながらやってほしい。震災から、みんなで家族のようにして生きてきたんだから、これからも楽しんでやっていこう」。
常 そ々う話しているという髙橋さん。「だから結の里の事務所も、社協のオフィスというより住民の茶の間という感じ」と和やかに笑います。

▲南三陸町社会福祉協議会「結
の里」の皆さん。前列中央が髙橋
吏佳さん。ウッドデッキは災害公営
住宅の入居者がいつでも来られ
るようにとフラットで開放的なつく
りになっています。

▲「えんがわカフェ」。8：30～17：
00の間の2時間程度、ボランティ
アが関わります。7月からは、住民
が自分の都合の良い日時と名前
をカレンダーに書き込んで運営す
る方式になりました。

―まち・住まい・コミュニティ―

「自分たちの町のために何かしなきゃ」
　　　　　　　集う機会がもたらした地域力 

宮城県南三陸町社会福祉協議会「結の里」

環境の取り組み

売却益は、公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・
ジャパンに寄付され、病気の子どもとその家族が利用できる滞在施設の
建設費と運営費に充てられます。

推定でレジ袋 102 万枚（ 原油換算でドラム缶 51本分 ）の削減となり
ました。これにより削減できたCO₂ 量は、43t-CO₂です。

92.9％マイバッグ持参率

301,000個ペットボトルキャップの回収量

8月度

9月度

 洛北支部 213,899kWh  洛中支部 291,004kWh
 コープ下鴨 191,554kWh  コープ城陽 292,091kWh
 コープきぬがさ 58,418kWh

各施設の太陽光発電　発電量（設置以降の累計kWh）

種別 回収先 回収量（回収率） 削減CO₂

 牛乳パック 10.6t （43.8％） 9.5t‐CO₂

 トレー 1.5t （61.9％） 7.3t‐CO₂

 ＰＥＴボトル 8.1t （130.1％） 26.4t‐CO₂

 卵パック 3.5t （72.4％） 13.0t‐CO₂

 カタログ類 359.7t （65.3％）

＊リサイクルデータ（8月度）＊

※トレーとPETボトル・ボトルキャップはお店のみ、カタログ類は宅配のみの回収となります。
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「いきもの学校　
（京都市動物園編）」
参加者募集！

参加者募集　食育企画
大人のための「師走の京都市
中央卸売市場見学」

　現在、地球には800万種の動植物が
いますが、そのうちの100万種が絶滅の
危機にひんしているといわれています。
生態系は多様な生物が相互作用して成
り立っています。このような中、地球温
暖化は動物にどのような影響を与えて
いるのかを学ぶとともに、生物多様性の
重要性について学ぶ場とします。
日　時  12月８日（日）

　　　　10：00～12：30
場　所  京都市動物園レクチャールーム

　　　  （京都市左京区岡崎法勝寺町
　　　　岡崎公園内）
参加対象者は10：00までに正面入口に
集合してください。（事前申し込み制）
募　集  50人
参加費  無料
申し込み期間  11月4日（月・祝）～

　定員になり次第締め切ります
申し込み・問い合わせ 　組織運営部

075ｰ672ｰ6304
9：30～17：00（土日休）
お申し込み時に氏名（フリガナ）、住所、電
話、組合員番号をお知らせください。

くらしの見直し講演会
「女性のための税金対策アドバイス」
～自分にとって一家にとって、良い働き方は？～

講　師  備　順子さん
（プロフィール）税理士・１級ＦＰ技能士
関西大学卒業　専門学校などで経理実
務、ファイナンシャルプランナー講座の
講師、金融機関等の企業研修、一般消費
者向け税金セミナーなどを務める
日　時  11月16日（土）

　　　　10：30～12：30
場　所  コープ御所南ビル４階会議室

　　　　京都市営地下鉄「丸太町」駅下車
　　　　6番出口110ｍ（徒歩約2分）
　　　　※1Ｆは生協のお店です
募　集  40人

　　　　定員になり次第締め切ります
参加費  無料
申し込み締め切り  11月14日（木）
申し込み・問い合わせ

共済事業部LPA事務局 (担当：駒井)
075ｰ662ｰ5100

9：30～17：30（土日休）

　食の台所、京都市中央卸売市場見学
を行います。普段は入れないところです
が、場内の見学、青果２次競りや、語り部
さんから京都の野菜の生産と流通の仕
組みをご説明いただきます。
日　時  12月５日（木）　

　　　　9：00～11：00
集合場所  「京の食文化ミュージアム

　　　　あじわい館」３階
　　　　（京都市下京区中堂寺南町130
　　　　京都青果センタービル３階）
　　　　ＪＲ嵯峨野線「丹波口」、市バス
　　　　「京都リサーチパーク前」
募　集  20人(小学４年生以上)

　　　　※応募多数の場合抽選
参加費  無料
服　装  防寒、歩きやすい靴

　　　　（一部濡れた場内を歩きます）
申し込み締め切り  11月15日（金）
申し込み・問い合わせ  組織運営部

075ｰ672ｰ6304
9：30～17：00（土日休）
参加者のお名前、日中連絡のつく電話番号、
組合員番号をお知らせく
ださい。
お申し込みは右のコード
を読み取っていただき入
力をお願いします。

毎回好評！「エンディングノートの
書き方」学習会

　残された家族を安心させるために、ま
た自分や親の「そのとき」に備えて、準
備しておきたい基礎知識、残された家族
に伝えておきたい思いを「エンディング
ノート」にして残しておきましょう！
日　時  11月19日（火）

　　　　10：30～12：30
場　所  クオレ案内センター会議室

　　　　（コープ二条駅北側）
交　通  JR・地下鉄東西線「二条」下車

　3番出口より60m　市バス「二条駅前」
　下車　いずれも徒歩3分
講　師  京都生協組合員LPA（ライフ

　プラン・アドバイザー）ＦＰ資格有
募　集  20人

　　　　定員になり次第締め切ります
参加費  1人100円（資料代）
申し込み締め切り  11月15日（金）
申し込み・問い合わせ

共済事業部LPA事務局（担当：駒井）
075ｰ662ｰ5100

9：30～17：３0（土日休）

7月～8月に取り組んだ「被災地生協
のボランティアを支える募金」の総額
を報告いたします。

総額　1,636,503円

　この募金は、日本生活協同組合連合
会を通じて被災地の生協（いわて生協、
みやぎ生協、コープふくしま）へ送金さ
れます。
　募金にご協力いただきました皆さま
に厚く御礼申し上げます。
　今後も京都生協は被災地を支援する
取り組みを続けていきます。

募金への御礼とご報告

　東日本大震災の被災地の中でも、被害
が甚大な福島県は、復興に向けて長期的
な支援が必要となります。「福島の子ど
も保養プロジェクト」は、原発事故によ
る被災地の子どもたちやその保護者を
ケアする活動を行っています。子どもの
心と成長、保護者の心身のケアを中心と
した、全国の生協と一緒に取り組む「福
島の子ども保養プロジェクト」を支援す
る募金にご協力をお願いいたします。
募金は注文書で
11月18日～12月13日の注文書に口
数をご記入ください。
注文番号　１１２５
福島の子ども募金　１口100円
ポイントによる募金
注文番号　２７９９６０　1口100円
※「ｅフレンズ」でも募金できます
店舗での募金方法
11月11日～12月13日の間、サービス
カウンターに募金箱を設置しています
※集まった募金は全額、福島県生協連
へ送金します。

「福島の子ども保養
プロジェクト」への募金に
ご協力ください

京都生協　社会貢献助成金制度
2019年度助成団体が
決まりました

　京都生協では京都府を拠点にSDGs
に貢献するＮＰＯなどの団体の活動を
支援することを目的に、社会貢献助成
金制度を新たに2019年度より開始し
ました。
　７月22日～９月５日まで募集を行
い、結果37団体からの応募がありまし
た。10月４日に助成金選考運営委員会
を開催し2019年度の助成団体が決定
しました。8団体に合計130万円の助
成を行っていきます。
　今後は11月に助成金贈呈式を行い、
京都生協ホームページに報告を掲載し
ます。
　たくさんのご応募、ありがとうござ
いました。

＜助成金決定団体＞
①特定非営利活動法人　
　就労ネットうじ　ゆめハウス 30万円
②ＮＰＯ法人
　そらいろプロジェクト京都 10万円
③認定ＮＰＯ法人　
　ブルーシー阿蘇 10万円
④今熊野生活支援　あしの会 10万円
⑤食と地域の絆プロジェクト 10万円
⑥認定ＮＰＯ法人　
　テラ・ルネッサンス 30万円
⑦ＮＰＯ法人
　京都子育てネットワーク 25万円
⑧ＮＰＯ法人　子育てサポート
　フレーフレークラブ 5万円

「ライフプラン『川柳 』大募集 」
募集テーマ間違いのお知らせとお詫び
コーポロ10月号掲載の、募集テーマに誤りが
ありました。正しいテーマは「健康・生きがい 」
です。ご迷惑をお掛けしまして申し訳ございま
せん。お詫びして訂正いたします。
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